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【
毎
日
新
聞
２
月
１
６
日
】
国
営
諫
早
湾
干

拓
事
業
（
諫
干
）
開
門
問
題
を
巡
る
１
５
日

の
筒
井
信
隆
副
農
相
来
県
。
地
元
と
の
意
見

交
換
な
ど
が
目
的
だ
っ
た
が
、
漁
民
ら
が
求

め
る
全
開
門
の
実
現
に
向
け
た
前
向
き
な

回
答
は
最
後
ま
で
な
く
、
漁
業
被
害
に
苦
し

む
漁
民
ら
は
落
胆
の
表
情
を
見
せ
、
悲
痛
な

声
を
上
げ
た
。 

「
政
権
交
代
が
実
現
し
大
喜
び
し
た
。
私
た

ち
の
声
を
何
度
も
聞
い
て
く
れ
た
筒
井
副

農
相
の
就
任
も
歓
迎
し
た
が
、
一
向
に
変
わ

る
気
配
が
な
い
。
副
農
相
に
な
る
と
こ
う
も

変
わ
る
の
か
…
…
」
。
佐
賀
市
で
開
か
れ
た

開
門
訴
訟
原
告
団
の
漁
民
と
の
意
見
交
換

会
で
、
同
市
川
副
町
で
ノ
リ
養
殖
業
を
営
む

川
崎
賢
朗
さ
ん
（
５
１
）
は
目
の
前
に
座
る

筒
井
副
農
相
に
訴
え
た
。 

 

県
沖
の
有
明
海
で
は
今
季
、
秋
は
赤
腐
れ

病
、
冬
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
発
生
な
ど
で
ノ

リ
養
殖
の
不
漁
が
続
い
て
い
る
。
「
開
門
し

な
い
限
り
、
被
害
は
出
続
け
る
。
一
刻
の
猶

予
も
な
い
」
。
川
崎
さ
ん
は
そ
う
訴
え
、
早

期
開
門
を
求
め
た
。 

 

一
方
、
鹿
野
道
彦
農
相
の
来
県
に
つ
い

て
、
筒
井
副
農
相
は
「
大
臣
も
都
合
を
付
け

て
来
た
い
、
と
い
う
意
向
が
あ
る
」
と
前
向

き
な
姿
勢
を
見
せ
た
。 

 

こ
の
日
午
前
、
筒
井
副
農
相
は
白
石
町
で

自
治
体
の
代
表
者
や
漁
民
ら
と
意
見
交
換
。

古
川
康
知
事
が
「
有
明
海
が
昔
と
違
っ
て
し
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ま
っ
た
原
因
究
明
が
必
要
。
開
門
す
れ
ば

い
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
再
生

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
す
る

と
、
副
農
相
は
「
国
は
開
門
義
務
を
負
っ

て
い
る
」
と
応
じ
る
一
方
で
、
全
面
開
門

に
は
消
極
的
な
姿
勢
に
終
始
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
こ
の
会
場
で
も
漁
民
か

ら
は
「
判
決
が
確
定
し
て
も
一
向
に
話
が

進
ま
な
い
。
早
く
全
開
門
を
実
現
し
て
ほ

し
い
」「
全
開
門
し
な
け
れ
ば
結
果
が
出
な

い
」
な
ど
、
全
開
門
を
求
め
る
声
が
相
次

い
で
い
た
。 

色落ちして黄緑色にな

った佐賀海苔。 

全
開
門
要
求
相
次
ぐ 

【
毎
日
新
聞
２
月
１
０
日
】
県
内
の
冷
凍

網
（
冬
）
ノ
リ
養
殖
で
、
県
沖
の
有
明
海

の
ほ
ぼ
全
域
に
色
落
ち
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
が
、
県
有
明
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
の

調
査
で
分
か
っ
た
。
東
部
は
一
部
地
域
だ

が
、
西
部
で
被
害
が
大
き
く
、
セ
ン
タ
ー

は
今
後
、
調
査
回
数
を
増
や
す
な
ど
し
て

経
過
を
注
視
し
て
い
く
。 

 

セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
、
県
西
部

で
は
ス
ケ
レ
ト
ネ
マ
と
い
う
珪
藻
（
け
い

そ
う
）
類
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
、
東
部
で

は
ユ
ー
カ
ン
ピ
ア
と
い
う
種
類
が
増
え
て

い
る
。
大
潮
の
た
め
、
栄
養
の
少
な
い
沖

合
の
水
が
河
口
付
近
に
流
入
し
て
い
る
影

響
も
あ
り
、
成
長
に
必
要
な
栄
養
が
減
っ

て
い
る
。
赤
潮
が
確
認
さ
れ
て
い
る
県
西

部
は
特
に
被
害
が
大
き
い
と
い
う
。 

 

今
季
の
冷
凍
網
ノ
リ
養
殖
は
、
昨
年
１

２
月
末
～
今
年
１
月
中
旬
に
色
落
ち
が
拡

大
。
い
っ
た
ん
縮
小
し
た
が
、
再
び
拡
大

傾
向
に
向
か
っ
て
お
り
、
養
殖
業
者
ら
が

危
機
感
を
強
め
て
い
る
。 

 

珪
藻
類
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は
春
が
近
づ

く
に
つ
れ
て
増
殖
傾
向
が
強
ま
る
た
め
、

セ
ン
タ
ー
は
「
状
況
を
注
視
し
た
い
」
と

し
て
調
査
回
数
を
増
や
す
な
ど
し
て
対
応

す
る
方
針
。 

冷
凍
網
ノ
リ
養
殖 

有
明

海
全
域
で
色
落
ち 

佐
賀

県
西
部
で
被
害
拡
大  

有
明
海
魚
介
類
激
減
「国
は

本
格
調
査
を
」柳
川
の
採
貝

漁
師
ら
、
副
農
相
に
陳
情
書 

【
毎
日
新
聞
２
月
２
１
日
】
柳
川
市
沖
の

有
明
海
の
魚
介
類
が
激
減
し
て
い
る
こ

と
を
受
け
、
採
貝
漁
師
ら
が
結
成
し
た

「
有
明
海
復
活
・
再
生
の
会
」
（
古
賀
春

美
代
表
）
が
こ
の
ほ
ど
、
本
格
的
な
原
因

調
査
を
国
に
求
め
、
同
市
を
訪
れ
た
岩
本

司
農
水
副
大
臣
に
陳
情
書
と
６
５
４
２

人
分
の
署
名
を
手
渡
し
た
。
古
賀
代
表
は

「
昨
年
秋
に
有
明
海
で
貝
の
大
量
死
が

起
き
た
。
３
カ
月
以
上
漁
に
出
ら
れ
ず
、

生
活
で
き
な
い
。
県
に
要
望
し
て
も
原
因

が
分
か
ら
ず
、
国
が
調
べ
て
ほ
し
い
」
と

窮
状
を
訴
え
た
。
岩
本
副
大
臣
は
「
有
明

海
の
潟
に
大
量
の
砂
を
ま
く
な
ど
の
対

策
を
し
て
き
た
。
そ
の
効
果
が
な
い
の
な

ら
、
別
の
対
策
を
考
え
た
い
」
と
述
べ
た
。 

会
に
よ
る
と
、
有
明
海
で
は
最
近
２
０
年

で
二
枚
貝
や
魚
の
漁
獲
量
が
減
少
。
特
に

高
級
二
枚
貝
は
、
ア
ゲ
マ
キ
が
ほ
ぼ
全
滅

し
、
タ
イ
ラ
ギ
は
今
漁
期
中
も
不
漁
が
続

い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
年
中
、
大
量
に
採

れ
て
い
た
ア
カ
ガ
イ
の
仲
間
、
サ
ル
ボ
ウ

の
大
量
死
が
昨
年
１
０
月
に
分
か
り
、
採

貝
漁
師
ら
が
「
生
命
力
の
強
い
貝
ま
で
原

因
不
明
で
弱
っ
て
死
ん 

で
い
く
。
異
常

な
死
の
海
に
な
っ
た
」
と
危
機
感
を
持
っ

た
。
主
に
ノ
リ
以
外
の
漁
師
ら
が
集
ま

り
、
大
量
死
の
原
因
究
明
と
対
策
を
求
め

る
同
会
を
結
成
し
、
１
月
か
ら
署
名
活
動

を
し
て
き
た
。 

 


